
ご参考資料ご参考資料 |

当資料は、投資環境に関する参考情報の提供を⽬的として野村アセットマネジメントが作成したご参考資料です。投資勧誘を⽬的とした資料では
ありません。当資料は市場全般の推奨や証券市場等の動向の上昇または下落を⽰唆するものではありません。当資料は信頼できると考えられる情
報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。当資料に⽰された意⾒等は、当資料作成⽇現在の当社
の⾒解であり、事前の連絡なしに変更される事があります。なお、当資料中のいかなる内容も将来の投資収益を⽰唆ないし保証するものではありま
せん。投資に関する決定は、お客様ご⾃⾝でご判断なさるようお願いいたします。投資信託のお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しします投資
信託説明書（交付⽬論⾒書）の内容を必ずご確認のうえ、ご⾃⾝でご判断ください。 1

0%

25%

50%

75%

100%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

20/12 21/3 21/6 21/9

1⽇当たりの新規感染者数（左軸）
ワクチン接種率（右軸）

（人、7⽇間移動平均）

（年/月）

日本のGDPは2四半期ぶりのマイナス

期間：2020年12月31⽇～2021年11月14⽇、⽇次
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

期間： 2019年4-6月期～2021年7-9月期、四半期
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

2021年11月15日

11月17⽇ ⽇本貿易収支（10月）

11月19⽇

11月30⽇

⽇本全国消費者物価指数（10月）

⽇本失業率、有効求人倍率（10月）

重要
イベント

ポイント① 7-9月期は市場予想を下回る

11月15⽇発表の2021年7-9月期の⽇本の
GDP（国内総生産）統計によると、実質GDPは
前期比年率（前期比を1年当たりの変化率に換
算した値）では3.0％の減少となり、事前の市場
予想（Bloomberg調査中央値）の0.7％減少
を大きく下回りました。需要項⽬別の前期比増減
率を⾒ると、新型コロナウイルスの感染第5波の影
響から家計消費は実質1.2％減少、半導体や部
品の供給制約が生じていることに起因して設備投
資は実質3.8％減少、輸出は実質2.1％減少しま
した。新型コロナ感染第5波、および、半導体や部
品不足の影響が予想以上に大きく、GDP成長率
全体は2四半期ぶりのマイナスとなりました。

ポイント② 10-12月期はプラス成長見込み

10-12月期は、コロナ新規感染者数の大幅な減
少とワクチン接種の進展などを背景に、個人消費の
持ち直しが⾒込まれ、実質GDPはプラス成長となる
⾒込みです。半導体などの不足に関しては徐々に
緩和される⾒通しですが、10-12月期も供給制約
の影響は継続することが予想されます。

ポイント③ 供給制約と資源価格の動向に注目

政府は2021年内にコロナ前の水準までGDPが回
復すると⾒込んでいましたが、7-9月期がマイナス成
長となったことで⽬標の⾒直しの必要性が高まりまし
た。今後は、世界的に経済正常化が進む中で、半
導体や部品不足による供給制約、および、資源価
格高騰に対する経済政策が講じられるかに注⽬が
集まります。

日本の実質GDPと主要需要項目

日本のコロナ新規感染者数とワクチン接種率
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